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皿 研究 のまとめと今後の課題 24

〈概 要 〉

主体的 ・創造的 に音楽活動す るたあには,音 楽 によさを感 じ,児 童が,音 楽活動に対す

る思 いや願 いを もて るようにす ることが大切で あろ うとの仮説を基 に研究 を進 めた。

指導事例で は,音 楽を よ く 「聴 く」 とい う音楽科 におけ る基本的な活動 を,児 童が意識

的に行 うこ とで学習のめあてが明確にな り,よ り一層主体的 に音楽活動 を進め られ るよ う

指導方法 を追究 し,授 業改善の方途 を探 った。
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1研 究 主 題

1研 究 の背景

世の 中には様 々な ジャンルの音楽があ る。 その中で,音 楽科で扱 う音楽 は,児 童 にどのよ

うな影響を与えてい るのだろ うか。 めま ぐる しい社会の変化 に主体 的に対応 し,心 の豊か さ

や文化への関心を大切 に して生 きる児童を育成 したい。そのためには,音 楽の よさにふれ,

生涯 にわ た り様 々な ジャンルの音楽 を愛好 していける心情や,豊 かな感性 を育て ることが,

音楽科 に とっての課題 と考え る。

児童が音楽活動を通 して音楽 の美 しさやよ さを感受 し,豊 かな心情 を自 らに培 うことは,

自己教育力 や豊かな 自己実現 を 目指す ことに もっなが るので はないか と考 える。音楽が生涯

にわた って児童の心の友 とな って い くことを願 いたい。 そこで,ま ず児童の実態を しっか り

把握 し,目 指す児童像 を明確 にす ることに した。

(1)児 童の実態

各研究員の所属校の 児童 にっ いて,日 常の会話や授業中の活動の様子 などか ら,次 のよ う

なことが特徴 的な こと として挙げ られた。

① 「音楽科の授業 」が好 きな児童は多 い。

児童が比較 的苦手意識を もっ,歌 う ・楽器を演奏す る ・創作をす るな どの活動 において は,

多少いやだな と思 うことはあ って も,音 楽その ものが嫌 い という児童は少 ない。

② 自分 か ら積極的 に活動 しよ うとす ることが少ない。

・教師 の指示を待っ ことが多 く,活 動が受身であ ることが多い。

・表現す ることにはずか しさを感 じ
,自 信 が持て ない。

・家庭や社会生活 の中で,人 に言われて行 動す る ことが多いせいか,自 らの意志で行動 し

ようとす ることに慣れて いな い。

③ 大 きな声を出 した り,楽 器の音を出 した りす ることで音楽の学習 を してい ると思 って し

まう児童 もいる。

④ 集団で活動す る楽 しさは感 じている児童が多い。

みんな と一緒 にで きる合唱 ・合奏 ・っ くって表現 するなどの活動は楽 しい と感 じて いる。

⑤ 表現 する ことは比較的好 きだが,じ っ くりと演奏や音楽を聴 くことは苦手 な児童が多い。

それ は,な ぜ聴 くのか とい う自分 自身の音楽への思 いや願 いが,は っきりして いないか ら

で はないだろ うか。
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(2)目 指す児童像`げ

上記①～⑤の実態を基に,目 指す児童像 について考えて みた。

① は,児 童が好 きな分野 の活動 とい うの は興味 ・関心の有無 というよ りは,表 現技能 ・技術

の力の差が大 き く影響 して いるよ うに思われ る。 したが って,技 術偏重 にな らないよ う配

慮 しなが らも,基 礎 ・基本 の学習の大切 さを痛 感 した。

②③ は,音 楽の中に何 かよさを見 いだ し,そ れによ って 自分 な りの思いが生 まれれ ば,音 楽

への願い も生 まれ,積 極 的に音楽活動がで きるのではないか。 また,教 師が用意 する教材

や本時の 目標 だけではな く,児 童が 自分の思いや願 いを もっことで,目 標が明確 にな り,

意欲的 ・積極 的に活動で きるので はないか と考えた。

④ は,音 楽科教育 の最大 の利点 ともいえ る。児童が集団の中の一員 と して音楽活動 する楽 し

さや成就 感が もて る こと。 また,音 楽活動の中でのルールを通 して,人 間関係 やマナーを,

大切 にす ることを知 る機会で もある。

⑤ にっいては,児 童 に 「聴 くJと い うことを もっと意識 して ほ しい との願 いか ら,音 楽の基

本 は 「聴 く」 ことにあると考え,サ ブテーマに も掲 げた。 そ して,目 指 す児童像を下記の

よ うに設定 した。

目指す児童像

・音楽 の もっ よさに心を動か され,自 ら課題 や 目標を求め ようとす る児童

・よ り美 しい ものや,自 分の思いや願 いに向か って,積 極的 に活動 しよ うとす る児童

・自信 を持 って生 き生 きと音楽活動を楽 しめる児童

2研 究主題設定の理 由

日常の授業の中で,児 童一人 一人が満足感や成就感を もって音楽活動す るためには,教 師

の指示 を待つ とい う受身の学習 を改善 して い くことが重要であ る。 その ため には,児 童が音

楽 に 「よさJを 見いだ し,そ の表現 や鑑賞 とい う音楽活 動を主体 的に展開 し,自 分な りに音

楽への思 いや願いを もっ ことが大切で はないか と考え る。 「音楽の よさ」 とは主観的な もの

だが,人 間の精神状態に様 々な影響 や作用を与えてい ると思われ る。

音楽科 において,児 童が活動 を通 して得 られ る 「よ さ」には次の よ うな ものが考え られ る。

音楽のよ さ

・音楽活動す ることの心地 よい充実感や成就感

・一体 感(音 楽 と自分 ・自分 と仲間 ・音楽 と仲 間)や 感動体験の共有

・もっと違 う感動 を もちたい という興 味関心 の広が り

・言葉で は表せな い感動体験や感性 の高ま り

3



感 じた ことを言葉や文章で表現す る ことに慣れていない児童 にとって,ど のよ うな些細 な

気付 きや感動で も,自 分な りに音楽 によさを見っけ,自 分 な りの思いや願 いを もっ ことで こ

れ か らの音楽活動が,積 極 的 ・創造的 になり充実 して くると思われ る。 っま り,児 童の音楽

へ の要求 ・欲求 ・願望を的確 に理解 ・把握す ることが大切であ る。

そ こで,具 体的 に児童の 「思 いや願 い」を どのよ うにと らえた らよいか を考えた。

思 いや願 い

・思 った こ とを

・考 え た こ とを

・感 じた こ とを

・新 しい こ とを

・心 の 中 に 培 った イ メ ー ジを

「
～ し た い

1

っ くりた い ・聴 き た い ・演 奏 した い

→i(も ・と一したい)
(初 め て の こ とを～ した い)

旨

;

児 童 が 音 楽 に よ さを感 じ,「 思 い や願 い 」 を もつ た あ の支 援 にっ いて 考 え て み た。

まず は 「聴 く」 こ と,そ れ もよ く耳 を澄 ま して 全 身 で 音 楽 を受 け止 め る こ と。 それ に よ って

児 童 は音 楽 の イ メ ー ジを と らえ,自 分 な りの 思 い や願 い を もっ こ とが で き るよ うに な るの で

は ない か。 しか し,こ れ まで の学 習 を振 り返 る と,そ れ を どの 程 度 意識 して学 習 して き たか

が 明 確 で は な い。 す なわ ち,教 師 が め あて を示 し,そ れ に従 って 児 童 の学 習が 展 開 され る こ

とが 多 か った。 ま た,音 楽 は,興 味 ・技 能 ・技 術 ・感受 性 な どの 面 で,個 人差 の大 き い教 科

で あ る とい う こ と もあ り,教 師 の 示す め あて が,児 童 の能 力 や 興 味 関 心 と一致 す る と は限 ら

な か った。

児 童 一人 一 人 が 思 いや 願 い を もち,積 極 的 に音 楽活 動 を楽 しみ,音 楽 の 美 しさを 感 受 して

い くに は,「 耳 を澄 ま して聴 こ うね 」 「○ ○ に 気 を付 けて 聴 こ うね 」 な ど ,支 援 す る こ とで

児 童 に 「聴 く」 とい う活 動 を意 識 させ る こ とが大 切 で あ る。 児 童 は意 識 的 に よ く聴 くこ とで,

自分 な りの 思 いや願 いが 明確 に な り,よ り高 い 目標 をめ ざ し積極 的 ・自発 的 に活 動 を す る こ

とで音 楽 経 験 も広 が り,知 性 と感 性 との調 和 が とれ た人 格形 成 を 目指 して い け るの で は な い

か と考 え る。

3研 究仮説

児童 は,主 体的 に 「聴 く」 ことを重視 した学 習活動 を体験す ることによ って,音 楽 に対

す る感性や創造性が培われ,音 楽 によさを感 じ,自 分の思 いや願いを もって音楽活動 をす

るよ うになるであろ う。
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4研 究の全体構想図

教育課程編成の基準の改善のね らい
・心豊かな人間の育成

・基礎基本の重視と個性教育の推進

・自己教育力の育成

・文化 ・伝統の尊重 と国際理解の推進

一 小学校音楽教育の指導方針 一1 一 児童の実態

ア.音 楽を愛好する心情 と音楽に 音楽科の目標

対する豊かな感性の育成を図る。 【学習指導要領】

・音楽科の授業は好き

であるが受身である

イ.児 童一人一人が個性 を発揮 し 表現及び鑑賞の活動を ことが多い。

創造的に音楽にかかわることが 通 して,音 楽性の基礎を ・音楽活動することを

で きるようにする。 }

培 うとと もに,音 楽 を愛 一 はずか しい と感 じ,

ウ.児 童一人 一人の よさや可能性 好する心情と音楽に対す 自信が持てない。

を発見 し,そ の伸長を図 る。 る感性を育て,豊 かな情 ・じっくりと人の演奏

エ.音 楽を生活の中に主体的に生 操 を養 う。 を聴 くことは苦手。

かす態度や習慣を育成する。 ・集団でできる楽 しさ

〔東京都教育庁指導部要覧〕 は感 じて いる。

-

音楽によさを感 じ,

研 究 主 題

自分の思いや願いを もって音楽活動する児童を育てる指導の工夫

児童が意識的に 「聴 く」活動を通 して

1

研 究 仮 説

児童は,主 体的に 「聴 く」ことを重視 した学習活動を体験することによって,音 楽に対

する感性や創造性が培われ,音 楽によさを感じ,自 分の思いや願いを もって音楽活動する

ようになるであろう。

研 究
t

内
・児童の実態に応 じた学習活動の場の設定

・ 「聴 く」活動を有効に生かした学習過程の工夫

・児童自らが音楽活動に取 り組むための支援

容

・自分な りの考えやめあてをもって主体的に音楽活動するたあの評価の工夫

【研 究 方 法】
・児童の実態調査 ・文献研究 ・資料収集 ・授業研究

■

目 指 す 児 童 像 一
・音楽のもつよさに心を動かされ

,自 ら課題や目標を求めようとする児童
・より美 しいものや,自 分の思いや願いに向かって,積 極的に活動 しようとする児童
・自信をもって生き生きと音楽活動を楽 しある児童
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II研 究 の 内 容

1「 聴 く」活 動 の と らえ 方

音 楽 の 授 業 で 毎 時 間 必 ず行 う活 動 は,「 聴 く」 活 動 で あ る。 範 唱 や 範 奏 を聴 く ・友 達 の 演

奏 を聴 く ・自分 の 声 や 演 奏 を聴 く ・合 唱 や 合 奏 で 合 わ せ よ う と して聴 く ・CDや テ ー プを 聴

くな ど,す べ て の音 楽活 動 は音 や音 楽 を 「聴 く」活 動 を通 して 行 わ れ る と言 え る。

日常 子 供 た ちは,た えず 外 か ら音 や 音 楽 で 刺激 され て い る。 普段 の生 活 にお いて,あ らゆ

る音 が あ ふ れ て い る に もか か わ らず,一 つ一 っ を気 に しな いで過 ごせ る の は ,無 意 識 の うち

に聞 き流 して い るか らで あ ろ う。 そ こで,「 聴 く」 とい.うこ とを,「 聞 こえ て い る」状 態 で

はな く 「聴 こ う」 とす る こと,っ ま り音 や音 楽 に向 けて 意 識 を集 中 させ て ,聴 き取 る こ と ・

感 じ取 る こ と とと らえ,児 童 が 「聴 く」活 動 を通 して 自分 な りの めあ て を もち,主 体 的 に音

楽活 動 が で きる よ うな支 援 の あ り方 を以 下 の よ うに考 え た。

〔支 援 の 構 造 〕

感じる

聴 く

活動

＼
主体的な 意欲をもつ一
音楽活動 思いや願いをもつ

音 や音楽 に期待感を もちな

が ら,意 識を集中 させて 「聴

く」活動か ら,自 分な りの音

楽への思 いや願 いが生 まれ る。

それ は,音 や音楽 のよさ ・

美 しさを感 じ取 り,自 ら音楽

活動 したい とい う,表 現す る

ことへの意欲へ と移 り変わ っ

て行 く。

また,自 分の表現 した音楽

や友達の表現 した音楽 を聴 き

合 った り,聴 き比べ た りす る

活動を通 して,相 違点や共通

点が発見で きるよ うにな り,

更に深 く音楽を感 じ取 って,

よ りよい音楽活動がで きるよ

うになる。

この一連 の流れ は,相 互 に

関連 し合 い繰 り返 され ること

で一層深 まり,よ り主体 的な

音楽活動へ と発展 してい くと

考え られ る。

6



2「 聴 く」 活 動 の場 面 『

児 童 が,自 分 の 思 い や願 い を工 夫 して 表 現 す るに は,音 楽 を聴 いて 感 じ取 り,さ らに表 現

した もの を認 あ合 い,高 め合 う能 力 を 育 て る こ とが 大 切 で あ る。 そ こで,「 聴 く」活 動 の 場

面 を 次 の よ うに と らえ,各 場 面 にお け る内 容 や育 て た い児 童 像 を,以 下 の よ うに表 した。

場 面 内 容 育 て た い 児 童 像

聴 き取 る ・範 唱 や 範 奏 を 聴 き
,こ れ か ら学 ・す ぐれ た演 奏 に触 れ る こ と に よ り

習 しよ うとす る楽曲全体の流れ あ こが れ が生 まれ,よ り美 しい表

を 感 じ取 る。 現 に しよ う とす る。

・楽 曲全 体 に触 れ る こ と によ り,音

楽の美 しさを感 じ取 って聴 こうと

す る 。

・楽 曲を特徴付 けて いる要素や構 ・課 題 を もって学 習 しよ う とす る
。

成,表 現媒体の特徴な ど,あ あ

て を もって 聴 く。

〈あ あ て の例 〉

発 声 ・発音 ・響 き ・音 色

速 度 ・強 弱 ・曲 の 山

フ レ ー ジ ン グ ・バ ラ ン ス

曲想の工夫 ・演奏の形態

楽器選定 の工夫 など

聴 き分け る ・音 色 や音 量 の バ ラ ンス ,楽 器 の ・楽 曲 に適 した 表 現 に 気付 き
,自 分

特徴 や表現形態の違い に気付 く。 の 力 で 音 楽 を っ くりだ そ うとす る。

聴 き合 う ・グル ー プで 練 習 した り,発 表 し ・お 互 い の よ さを認 め合 い ,よ り優

た り し合 う。 れた表現を求 めよ うとす る。

・互 いの 歌 声 や ,楽 器 の音 の バ ラ ・友 達 の よ さを ,自 分 の 演 奏 に 生 か

ンス を,確 か め合 う。 そ う とす る。

・今までの練習 の経過や成果を相

互 に認 め合 う。

・よ り優 れ た 表 現 を あ ざ し
,高 め

合 う 。
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聴 き比べ る ・同一 曲を 違 う演 奏 者 の演 奏 で 聴

く。

・同一 曲 を 違 う演 奏形 態 で 聴 く。

・比較 聴 取 をす る こ とで ,自 発 的 に

学 習 しよ うとす る意欲 が わ き,感

性 が 高 ま る。

聴 き,吟 味す る ・よ り美 しい音 や ,よ り豊 か な 曲

想 表 現 を め ざ して,音 楽 を 何度

も注意 深 く聴 く。

・自分 の 出す 音 を注 意 深 く聴 きなが

ら,練 習 を 繰 り返 そ う とす る よ う

に な る。

・聴 いて 感 じた こ とを ,自 分 の 音 を

通 して確 か め よ う とす る。

聴 き,味 わ う ・演 奏 を じ っ く りと聴 く。 ・美 しい表現 に対す る関心を高め,

より豊 かな表現 を しようとす る。

聴 き,広 め る

聴 き,深 め る

・同一 曲 を違 う演 奏形 態 で聴 く。

・同一 作 曲者 の 違 う作 品 を聴 く。

・同 じジ ャ ンル の 演奏 を聴 く。

・いろ い ろ な演 奏 形 態 で 聴 いた り,

違 う作 品 を聴 い た り,同 じジ ャ ン

ル の演 奏 を 聴 いた りす る こ とで,

音楽 体 験 が 広 ま り,深 ま るよ うに

な る。
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3教 師の支援

(1)児 童の実態 に応 じた学 習活動 の場 の設定

①学習の場を整え る

・音響環境を整備 し,よ りよい条件で音や音楽を鑑賞 で きるよ うにす る。

・学習内容に応 じ,掲 示物や視聴覚機器 などを有効に活用す る。

・児童一人一人が安心 して 自分 の思 いや願いを表現 で きるよ うに
,温 か い人間関係 をつ く

る。

②活 動の流 れを工夫 す る

・学 習内容 と児童 の実態 に応 じ,座 席や楽器の位置 に配慮す るなど,学 習形態 を工夫す る。

・予想 され る児童 の反応 を分析 し,思 いや願いに応 じた柔軟 な学習過程の改善 をす る。

(2)「 聴 く」活動 を有効 に生か した学習過程 の工夫

①指導計画 に,「 聴 く」活動を意図的に位 置付 ける。

② 児童が,「 何を 」 「どの ように」な ど課題意識 を もって聴 くことがで きるよ う,学 習内

容 に応 じて 「聴 く」活動場面を効果的に設定す る。

(3)児 童 自らが音楽活動 に取 り組むための支援

①音楽活動を通 して,児 童の思いや願 いが表現で き,よ り豊 かな ものにす るよ う個 に応 じ

た助言をす る。

② 「聴 く」活動を通 してつかんだ課題 と学習のね らいが適合す るよ う,学 習活動 に助 言を

す る。

(4)自 分 な りの考えやめあてを もって主体的 に音楽活動 をするための評価の工夫

①捲蒙翻攣 欝 綴

種 類 の 学 習 カー ドを 作成 し,活

用 す る。

② 思 いや 願 いを 引 き出 す 自己評 価

と相 互 評 価 の 活 動場 面 を設 定 し,

「聴 く」 活 動 に結 び つ け る。

③ 一 人 一 人 の よ さを認 あ,自 分 の

思 い や願 い を大 切 に し,意 欲 的

に聴 い た り表 現 した りす る よ う

「こ こが す ば ら しい。 」 「こ う

す る と も っ とよ い。 」 な ど,適

切 な助 言 をす る。

1

か に 趣 か し 学習」7一ド

.2.(蓋 〉.4の 場面 なまえ( )

峙 め あ て 気 がっ いた こと ・わか った こ と チェック

1

脇
グループづ くり
場面づ くり 7ノレアで話 し合 屹 鰍 と召 た,:1-r;

ca 1

喚
音さがし
場面づ くり

し老糠 雛 謬5廻 朴'し儲) }・網
e

'葛 音づくり1 猟 なで協 刀しマ音つ"ぐりかZ.,fir: 飴
4

%
音づくり2

勢髭製驚にて備 幟 晩
..

1転 音づくり3 卿鵜 護 瓢 二沢くG∫ ・
t

・塩
中間発表を

しよう 鰯 酬 朔 アド1。4競藁

-

齢
b

'雪
音や音楽を
工夫 しよう 翻 優 諜 に勧枢 こ乙を

o⑤
ヒ

虜5
発表会を

しよう 秘 懇 で'細飼叩 げ 舗9
学 習 カ ー ドの 一 例
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4授 業改善 一指導事例

(1)第1学 年

①題材 「い ろん なお とを み っ け よ う」

② 題 材 の 目標

ア.楽 器 の い ろ い ろ な音 色 に気 付 き,楽 し く演 奏 す る よ うに す る。

イ.イ メー ジにふ さわ しい音 色 を,工 夫 して表 現 す る よ うにす る。

③学習の内容

ア.奏 法の違いで,楽 器 の音色が変わ ることに気付 き,基 本的な奏法 を身 に付 ける。

イ,い ろいろな音色に関心 を もち,音 づ くりを楽 しむ。

ウ.イ メー ジにふ さわ しい音 色を,工 夫 して表現 す る。

④ 教 材

ア.「 お もち ゃの シ ンフ ォニ ー 」第1楽 章

レオ ポ ル ド ・モ ー ツ ァル ト作 曲

イ.「 タ ンブ リ ンの わJ

山上 武 夫 作 詞 岩 河 三 郎 作 曲

ウ.「 音 の マ ー チ 」

東 龍 男作 詞 山 本 直純 作 曲

⑤題材の指導計 画(8時 間扱 い)

次 ね ら い 時 学 習 活 動(☆ 「聴 く」活動 ◇評価)

○楽器のいろい ☆ 「お もち ゃの シ ンフ ォニ ー」 を 聴 き 味 わ う。(使 わ れ て いる

うな音色 に気 1 お もちゃの楽器 の音色 に気 を付けて聴 き分 ける)

付 き,音 あ そ

一 び を す る。 2 ・ 「タ ン ブ リ ン の わ 」 を 歌 う
。

☆ タ ンブ リンで いろいろな音を探 し,そ れぞれの音を聴 き分け

3 る 。

◇ タ ンブ リンの い ろ い ろ な奏 法 を 身 に付 け よ うと して い る。

・自分 で見 っ け た音 を加 え て 楽 し く歌 う。
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璽

○楽器でいろい ☆ 「音 の マ ー チ」 の 範 唱 を聴 き取 る。

うな音 を探 し 4 ・気 が 付 い た こ とを 発 表 す る。

奏法を工夫す 本 ◇大 きな音,か わいい音,不 思議 な音の違 いに気付いている。

る 。 時

・楽 器 で ,い ろ いろ な 音 を探 す 。

二 5 ☆奏法 を変 えて いろ いろな音 を聴 き分 ける。

◇ い ろ い ろ な音 を 探 し,表 現 を工 夫 して い る。

6 ・自分 たちで見っ けた音を発表す る。

☆友達 の発表 を聴 き合 い,よ い ところを認 め合 う。

◇友達 の発表 のよい点を見っけ,自 分の活動 に生か そうと して

い る 。

○曲想 にあ った 7 ・自分 た ち の っ く った音 を 加 え て 「音 の マ ー チ 」を 歌 う。

三 音色を工夫 し 8 ◇曲想 に合 った音色を工夫 して表現 しよ うとして いる。

て 表 現 す る。 ☆友達 の演奏 を聴 き合 い,よ い ところを認 め合 う。

〔考 察 〕

い ろ い ろな 音 を 探 す 活 動 を 通 して,奏 法 が一 っだ けで はな い こ と,い ろ い ろ な音 が っ くれ る

こ とを 知 り,興 味 が わ き,意 欲 的 に活 動 して い た。 今 まで に学 習 した奏 法 だ けで な く,違 う奏

法 の 音 も,そ の 楽 器 の音 だ とい う こ とに気 付 き,表 現 の 幅 を 広 げ る こ とがで き た。 また,友 達

の発 表 を 聴 き合 う うち に,音 を 重 ね る こ とで生 まれ る美 しさや お も しろ さに 気付 い た。 大 きす

ぎる音 に対 して の 「あ ま り きれ い な音 じゃな い 」 とい う友 達 か らの 声 に耳 を 傾 け,美 しい音 を

出す よ うに気 を付 けて 演 奏 す る児 童 も出 て きた。

この活 動 を 通 して,自 分 や 友 達 の 出 した音 や歌 を意 識 して 「聴 く」 よ うに な り,「 鍵 盤 ハ ー

モ ニ カ も吹 き方 を変 え れ ば きれ いな 音 にな るか な 」 「この歌 は,ど な らな い で も っ と きれ い な

声 で歌 い た い 」 な どの っ ぶ や きが 出 る よ う にな った。

1年 生 の 児 童 は,体 全 体 を動 か して リズ ムを 取 った り,元 気 に歌 った り,表 現 した りす る こ

とを楽 しむ が,そ れ に満 足 して,よ り美 しい音 で演 奏 しよ うと い う意 識 は あ ま りな い。 しか し,

意識 して 「聴 く」活 動 を す る こ と によ って,美 しい音 をっ くり 出 した い とい う意 欲 が 高 ま るの

で は な いか と考 え る。

この よ うな授 業 を 通 して,音 に対 して興 味 ・関 心 が 増 し,生 涯 音 楽 へ の芽 生 え に つ なが る も

の と思 う。
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(2)第2学 年

①題材 「リズ ム にの って 楽 し くうたお う」

毒

『

暮夢

馨
r鍵

② 題 材 の 目 標,:.:5一

ア.身 体表現を工夫 して歌 う楽 しさを味わ うようにす る。 騨 磁謬
響 臼 緯'

イ.拍 の 流 れ を 感 じ取 って表 現 す る よ うにす る。
夢 『♂

辱

夢 舷
、 撫.・ 鮎 、

感 亀

饗 ソ 擁
二 轟 。

覇
渉

錘

黍

婁

櫨

腰

翼

曳

畳

謬

騰

歴

-

③学習の内容

ア.曲 の感 じや歌詞 に合 った身体表現を工夫する。

イ.拍 の流れを感 じ取 って,表 現す る。

ウ.自 分 なりの思いや願 いを もって身体表現 の工夫をす る。

エ.友 達の発表をよ く聴 いて よさに気付 き,自 分の表現 に生かす。

④教材

ア

イ

ウ

エ

オ

「この くっはけば」 東 龍男作詞 山本 直純作曲 へ長調2分 の2拍 子

「タ ンブ リンのわ」 山上 武夫作詞 岩河 三郎作曲 ハ長調4分 の4拍 子

「くっや さん」 デ ンマーク民謡 へ長調4分 の4拍 子

「大 きな くりの木の下で 」 作詞 ・作曲者不 明

「むすんでひ らいて」 フラ ンス曲 ハ長調4分 の4拍 子

⑤題材 の指導計画(8時 間扱 い)

次 時 ね ら い 学習活動(☆ 「聴 く」活動) ◇ 評 価

1 ○拍の流れにの ☆ 「タ ンブ リンの わ 」 の範 唱 を聴 く ◇ よ く聴 いて,拍 の 流 れ

って聴 唱す るよ に の って 歌 って い る。

第 うにす る。 ・ 「タ ン ブ リ ン の わ 」 を 歌 う
。

2 OJと ≧を組み ☆ タ ンブ リ ンで リズム伴 奏 を工夫 ◇ タンブ リンの奏法を知

合 わ せ,リ ズ ム し,そ れ を聴 い て吟 味 す る。 り,Jと ～で リズ ム伴

伴奏を しなが ら 奏 を しよ う と して い る。

一 歌 うことを楽 し ・ 「大 きな くりの木 の 下 で 」を 身体 ◇拍 の 流 れ や フ レー ズ を

む 。 表現 しなが ら楽 しく歌 う。1 感 じ取 って身体 表現 を
」

しよ う と して い る。

ト

3 ○身体表現を し
「

☆ 「タ ンブ リ ンの わ 」 の歌 詞 や リズ1◇ タ ンブ リンで リズ ム伴

次 なが ら歌 うこ とiム か ら,身 体 表 現 を工 夫 して歌 い1奏 を入 れ た り,身 体 表
i
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に関 心 を もっ 。 聴 き合 う。 現 を した り しな が ら

・ 「く っ や さ んJ
,「 む す ん で ひ ら 歌 っ て い る 。

いて」を身体表現 しなが ら歌 う。

4 ○拍を感 じ取 っ ☆ 「この くつ は け ば 」 の範 唱 を聴 く ◇2拍 子 を感 じ取 って歌

第 て歌 うよ うにす ・ 「この くっ は け ば 」 を リズ ム にの っ て い る 。

る 。 って 楽 し く歌 う。

二 5 ○ イ メ ー ジに合 ・自分 の 履 きた い"く っ"を 絵 に描 ◇ 自分 の思 いや願 いを も

った表現 を工夫 き,履 いた時の気持 ちと動 き方を って表 現 しよ うと して

す る 。 工夫 して身体表現す る。 い る 。

次 ☆友達の発表 を聴 き合 う。 ◇友達の工夫 した点や,

よさを見付 けようと し

て聴 いて い る。

6 ○ グ ル ー プ ご と ・"動 物 の く っnを 想 定 し ,グ ル ー ◇協力 して工夫 してい る。

に,身 体表現を プごとに選択 して身体表現を工夫 ◇ テ ンポ,強 弱 等 に 気 を

第 工 夫 す る。 す る。(動 物 … …大 き い,小 さい 付 けて い る。

速 い,遅 い)

7 ○身体表現の工 ☆ グループ ごとに工夫 した身体表現 ◇友達 の発表を よ く聴 き

本 夫 した点 やよさ を発 表 し,聴 き合 う。 工 夫 した点 や,よ さに

三 時 に気付 こうとし 気付 いて い る。

て聴 く。

8 ○身体表現を模 ・グル ープ ごとに工夫 した身体表現 ◇友達 の工夫 のよさに気

次 倣 す る こ とで, を,模 倣 しな が ら歌 う。 付 き,身 体表現を しな

いろいろな拍 の (順 番 に先 生 役 に な って,模 倣 が ら歌 うことを楽 しん

流れに気付 いて し合 う。) で い る 。

歌 う 。 ◇拍の流れを感 じ取 って

歌 って い る。

〔考 察 〕

本 事 例 で は,簡 単 に 身体 表 現 を しなが ら歌 え る歌 も何 曲か 取 り上 げ,曲 の 感 じや歌 詞 に合 っ

た身 体 表 現 を して歌 う楽 しさ を感 じ取 れ るよ うに した。 「この くつ は け ば 」 とい う曲 は,初 あ

て 聴 い た児 童 が 自然 と笑 顔 に な る よ うな明 る く リズ ミカ ル な曲 で あ る。 そ こで,ま ず この 曲 の

よ さ に気 付 き,自 分 な りに履 きた い"く つ"を 考 え,グ ル ー プ活 動 を 通 して 身体 表現 をす る活

動 を 行 った 。 発 表 時 に は,ど こを工 夫 した の か 「聴 く」観 点 を考 え て 聴 き合 った た め,児 童 一

人 一 人 の 音 楽 表現 が 一層 豊 か に な った と思 わ れ る。
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(3)第3学 年

①題材 「ふ しの流れを感 じて表現 しよう」

②題材の 目標

ア.友 達 の表現の よさを 自分 の表現 に生か し,喜 びを もって音楽活動す るよ うにす る。

イ.拍 の流れや フ レーズを感 じ取 って表現す るようにする。

③ 学 習 の 内容

ア.音 楽 を聴 いて 感 じ取 った こ とか ら,自 分 な りの考 え を もっ よ う にす る。

イ.歌 詞 の 表 す 情 景 を 想 像 して,楽 曲 に対 す るイ メー ジをふ く らませ る。

ウ.曲 想 に合 った 歌 ～・方 を工 夫 し,表 現 す る こ との楽 しさ を味 わ う。

④教 材

ア.「 メ ヌエ ッ ト」 ト長 調

イ,あ の雲 の よ うに

ウ.ふ じ山

べ一 トーベ ン作曲

芙龍 明子作詞/外 国曲 ト長調4分 の3拍 子

文部省唱歌 ハ長調4分 の4拍 子

⑤題材 の指導計画(7時 間扱い)

次 第1次 第2次 第3次

ね ○主 なふ しの変化 ○歌詞 の表す情景を想像 して歌 った り, ○ フ レーズ を感 じ取 っ

ら や反復 を感 じ取 リコー ダーで 演 奏 した りす るよ うに て,歌 い方を工 夫す

い って鑑 賞 す る。 す る 。 る よ う にす る。

時 1 234(本 時)5 67

教 「メ ヌ エ ッ ト」 「あ の雲 の よ うに」

材 ト長調 「ふ じ山 」

主 ○主な旋律の変化 ○歌詞 の表す情景を想像 して歌 った り ○ふ じ山の写真 を見た

な や反復 に気を付 クル ー プ で,曲 想 に合 った歌 い方 を り,歌 詞 の表す情景

学 け て聴 く。 聴 き 合 い,工 夫 す る。 を想像 し,歌 い方 を

習 ◇主な旋律の変化 ○拍 の流 れを感 じて,な め らかに演奏 工 夫 す る。

活 や反復 に気付 き す る 。 ○工夫 した歌 い方を,

動 自分 な りの考え ◇拍 の流 れや フ レー ズを 感 じ取 り,表 味 わ って聴 く。

0 を も って,聴 い 現 の仕方 を工夫 してい る。 ◇曲 想 を 感 じ取 って,

評 て い る 。 ◇友達 の歌 い方や演奏の工夫 に気付 き, 歌い方 を工夫 してい

価 自分 の表現 に生か している。 る 。
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⑥ 本 時 の 指 導(第2次 ・第4時)

ア.本 時 の ね らい 友達 の工 夫 した歌 い方 を 聴 い て,

イ.本 時 の 展 開

自分の表現 に生か して いる。

学習活動(学 習形態) ☆ 「聴 く」 活動 ※支援 ◇評価

今 月 の 歌 を歌 う。(一 斉) ☆ お互 いの声を聴 き ※緊張 をほ ぐし,学 習の気

「赤 鬼 と青 鬼 の タ ン ゴ」 合 う 。 分 をっ くる。

発表の練習をす る。(班) ☆発表 の練習を し, ※地 声 で 歌 って いな い か,

「あ の 雲 の よ うに 」 聴 き吟味する。 各班 に助言す る。

工夫 した歌 い方 で発表 す る。(班) ☆曲の気持ちにあ っ ◇ 曲想 を 感 じ取 って,歌 い

「あ の 雲 の よ うに 」 た歌 い方かどうか 方を工夫 してい るか。

・他 の班 の歌 い方 を聴 いて ,よ い と 聴 き 分 け る。 ※発表の時,友 達が失敗 し

ころ や,も う少 し工 夫 す る と こ ろ ☆他の班 の歌 い方 と, て も,笑 った り冷 やか し

等 に つ いて 話 し合 う。 自分たちの歌 い方 た り しな い よ うに,申 し

・出 さ れ た意 見 を も とに して ,他 の を 聴 き比 べ る。 合 わ せ る。

歌 い方 を試 した り して,さ らに よ ☆友達の演奏を聴き ◇友達の工夫 した ところに

い表現 を 目指す。 味 わ う。 気付 き,自 分の表現 の中

に生 か して い るか 。

学 習 カ ー ドに記 入 す る。(個 人) ※書けない児童が いた ら,

・友 達 の 発 表 を 聴 いて ,思 った こ と 個別に助 言す る。

や 気 付 いた こ とを 書 く。

あの嚢のように
〔考 察 〕

本 題 材 で は,児 童 が 音 楽 を聴 い て 感 じ

取 った こ とか ら,自 分 な りの 考 え を も っ

て 表 現 す る よ う にな る こ とを 目指 した。

「自分 な らこ う した い 」 「友達 の よ い と

こ ろを 真 似 しよ う」 と考 え る こ とで,児

童 は,音 楽 を よ り身近 に,自 分 の もの と

して と らえ るよ うに な った。 これ は,音

や音 楽 に意 識 を集 中 して 「聴 く」 活 動 を

多 く経 験 して き た成 果 で あ ろ う。 この経

験 を も とに,児 童 が 自 らめ あ て を見 っ け

て 活 動 す る よ うに,支 援 して い きた い。

3。

じぶん鶴たう3ん妨 、うlz歌いたし、な…

高い声で 、ずかに く

歌 いた㌧、

さ帆 よは

乙'●今 は
で' 尋 ヒ・て○た
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(4)第4学 年

① 題材 「リ コー ダ ーで ア ンサ ンブ ル の工 夫 を しよ う」

② 題 材 の 目標

ア.互 いの 音 を よ く聴 き合 い なが ら,ア ンサ ンブ ル の工 夫 を す る。

イ.互 いの 表 現 の よ さを 認 め 合 い,自 分 の 表現 に 生 か そ うとす る。

ウ.音 の 重 な りや 響 きの美 しさを感 じ取 るよ うに す る。

③教材 「メ ロ デ ィ ー バ イ キ ン グNo .2」 小山 茂 作曲

④ 学 習 の 内 容

ア,4っ の ふ しを組 み 合 わ せて ア ンサ ンブ ル の工 夫 をす る。

イ.友 達 の よい と ころ を み つ け,自 分 の 表現 に生 かす 。

ウ.音 の 重 な りや響 きの美 しさを 感 じ取 る。

⑤題材の指導計画(6時 間扱 い)

次 ね ら い 時 学 習 活 動(☆ 「聴 く」活 動)

・曲 の 感 じを っ か む。 1 ☆4つ のふ しの範奏を聴き取 る。

第 ・4っ のふ しを階 名 唱 す る。

一 2 ・ リ コ ー ダ ー で 演 奏 す る
。

次 ・音 楽 朝会 で の 「パ ッヘ ル ベ ル の カ ノ ン」 を 思 い 出 し

自分 な りの イ メ ー ジを もっ。

・音 の 重 な りや響 き な ど ・ グ ル ー プ を っ く る
。

第 を よ く聴 き合 い,グ ル 3 ・自分 た ちの 希 望 ・技 量 な ど を考 慮 し
,誰 が どの旋 律

一プ ごとに協力 してア
を受 け持っかを相談 する。

二 ンサ ンブルの工夫をす ☆音 の重な りや響きなど,互 いの音をよ く聴 き合 い,

る 。 吟味 しなが ら,4つ のふ しの組み合わせや演奏順序

次 4 などを工夫する。

・工 夫 した こ とを カ ー ドに記 入 す る
。

・互 い の よ さを 認 め合 い ・グ ル ー プ ご とに発 表 す る
。

第 自分 の表現 に生かそ う 5 ☆他の グル ープの演奏 と自分たちの演奏 を聴 き比べ,

三 とす る。 友達 のよ いところを見つ ける。

次 ・ カ ー ドに 記 入 す る
。

1
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・他 の グル ー プ の演 奏 の よ い と こ ろを取 り入 れ ,さ ら

6 に工 夫 を し,発 表 す る。

☆ 他 の グル ー プ の演 奏 を聴 き比 べ,聴 き、 味 わ う。

〔考 察 〕

グル ープ活 動 で の ア ンサ ンブ ルの 工 夫 を す る

こ とに よ って,グ ル ー プ の 友達 の演 奏 や,他 の

グル ー プ の演 奏 を注 意 深 く 「聴 く」活 動 を,意

図 的 に 行 うよ うに した。 今 まで なん とな く聴 い

て い た 友達 の演 奏 の リズ ム ・速 度 ・音 の 長 さ ・

音色 な どを意 識 して聴 く こ とが で き る よ う に,

発 問 を で き るだ け 具体 的 に行 った り,学 習 カ ー

ドを 利 用 した り した。 児童 は,少 しず っ で は あ

るが,「 自 分 た ち の 演 奏 と こ こが ち が う。 」

「友 達 の こ こが い い。 」 「自分 た ち だ った らこ

繋 嬉1
も ぼ　 ゆ バ

づ

霧 潔,騰 概96

論 獅 溺 額 務 ドキドキし糊 嚇 し
∫<z暫 がを松 、¥¥�)た。/う 抗 札

(饗 劉 κ 御 塘
z二 ん脾 各贋}ま でん

ゆ。《 ソー向Z、 康 辺 η"ルつ 咽 浜う1二、蝋 器 砂
d祝慾 紫

全財 氏た 楊 な・、で髭 補 くゆ

所 帆 、し吻靴1も し呼 彪 如 、さくした り し一た1、0

((B=5)

う演 奏 した い 。 」 な ど,い

ろ い ろの こ とを 感 じ,考 え

る よ うにな って きた。

ま た,グ ル ー プ活 動 の 時

に は音 楽 室 だ け で な く音 楽

準 備 室,余 裕 教 室 な どを利

用 した。 自分 た ちの音 や活

動 にだ け集 中 で き るので,

互 い の演 奏 や,思 い や願 い

の違 い に気 付 くこ とが で き

た 。 そ して,互 いの 音 を聴

き合 って は,話 し合 い,ま

た 音 に出 して 確 か め る な ど

何 度 も繰 り返 し工 夫 し直 す

よ うに な り,自 分 た ちの グ

ル ー プ の思 い や願 い に そ った演 奏 に近 づ くこ とが で きる よ う にな った 。

この学 習 で 児童 は これ まで 以 上 に満 足 感 や,成 就 感 な どを 体 験 す る こ とが で き,次 の学 習 へ

の意 欲 に つ なが った 。
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(5)第4学 年

① 題 材 「感 じた こ とか ら自分 の め あて を見 つ けて き こ う」

「ノ ル ウ ェー舞 曲 」 第2番 イ長 調

②題材の 目標

ア.曲 想の変化や楽器の音色 を感 じ取 り,自 分のああてを もって聴 くよ うにする。

イ.感 じ取 ったことを生か して表現 の工夫をす るよ うにす る。

③学 習 の 内容

ア.曲 全 体 の気 分 を 感 じ取 る。

イ.曲 想 の 変化 か ら,曲 の 構 成 に気 付 く。

ウ,感 じ取 った こ とか ら,聴 くめあ て を もっ。

エ.曲 想 や 楽 器 の音 色 を 感 じ取 る。

オ.感 じ取 っ た こ とを生 か して 表現 す る。

⑤題材の指導計画(4時 間扱 い) 謙 漉
次 ね ら い 時 学 習 活 動(☆ 「聴 く活動 」)

○曲想の変化や楽器の音色を 1 ☆ 「ノル ウ ェー舞 曲 」 を聴 き,感 じた こ とや気 付

感 じ取 り,自 分 の め あて を い た こと な ど を書 き とめ,発 表 す る。

も っ て 聴 く 。

2 ☆ 自分の感 想を確かめた り,友 だちの感想を参考

に して聴 い た り,さ ら に気付 い た り した ことを

発 表 し合 う 。

一 ・感 じ取 った こ とか ら,曲 の 構成,主 な 楽器 な ど

につ い て ま とあ る。

3 ☆感 じ取 った ことや これ まで学習 した ことの中か

ら,聴 くめ あ て を もつ て聴 き,味 わ う。

☆他の形態の演奏 と聴 き比べ る。

○感 じ取 った ことを生か して 4 ・感 じ取 った こ とや これ ま で学 習 した こ とを 生 か

表現 の工夫 をす る。 して,同 じ形式の既 習曲の曲想 を工夫 して演奏

す る 。
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〔考 察 〕

本 事 例 で は,「 ノル ウ

ェー 舞 曲 第2番 」 の鑑 賞

の学 習 を 通 して,児 童 が

注 意 深 く 「聴 く」 こ とを

意識 し,自 分 な りの課 題

(め あ て)を も って聴 き,

音 楽 を 味 わ う こ とを ね ら

い と した 。

これ まで の 鑑 賞 の 学 習

で は,教 師 が 用 意 した め

あ て に従 って 聴 い た 経 験

が 多 く,児 童 一 人 一 人 が,

自分 な りの あ あ て を も っ

て 聴 く活 動 は少 な か った。

児 童 が,

れ た 。

音楽 鑑賞ノー ト

4隼1組 名 前C 7

'
脇 炉 獅 禰 窪 ブ 亀ヒ ケ'

葛 書('8レnニ'》

　 じめてのいarm　 YGRこ と　わryaこ と　みし　にユっaニと

者 ウ・僻 破.k時 は 選 し紡 に'幽机AA議一

'工人力礎 ん で い マ・纏
.嚢.型.

賜.何 鯉Y・ 封 三∴ 亡…鑑 δ.←ζ..感.監 ウ玉・

セ 。始 猫 葉 ・艶ろ暗 τ:i^#?・難 ζ、〔・

[$Fち 　　ほセコし　て　

喫 探1ウ 坑 ζ1■一貼 覧 ぢ々め 励・廊

・軟 ・厘 繍 翻 急!・{姻 ・・{じ ろ、

と・つ の ⇒、'dくhハ,起,

に け　めあてコ

n・ らEI焦B .め、齢 ・羅.醜 哲 き露

灘 肱 茄 柑 し壬ε ぞらゼ ろ・でYc

娼 「きいπ駅】碕 感 ごマmぢ バ な あちか こ

.ra.Bの 一懲.《 頸ヲ11」の1享.!型一.磁ゑ.カ.鱒Σ'.

称,1-..文 一ケスFラ でLま,'オ ー7「♂工

)

騨

も ふ い7い ろ1、 し7イ 条 を勃 .ρ、

し て キ 淋 い し二 己 ・ 、・z覧 さfζ.o...._

A遜 ら.駄 ろ 勲 蜘 む ゾ.し

凱 毛 あ㌦ ・て いfて の ヱ・・き 弟 い ヒ9'ヒ

〆m^イ(.π ヴ持 ラ ・しビ ・ア1も.両 汚 し

も勲 二終 中・綴t・l

c曲 ヒ し匙,τ ・。

【見生,ら】 、
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1く き、↑‡11こh.き 冬 ト ツ芳1二 し!、

灘 ㍉∵τこ姻 晒と 堕

自分な りのああてを もって 「聴 く」活動を経 験 した結果,以 下の ような変容がみ ら

・他の児童か ら出 された多様 な感想か ら,児 童 は,は っきりと自分 な りの 「聴 くめあて」を

もっ ことがで きた。

・曲想の違いや楽器の音 色について学習 し,音 楽を聴 き深めて い く過程 にお いて,児 童が 自

分 な りの具体 的な 「聴 くああてJを もっ ことで,音 楽をよ り身近 な もの として感 じ取れた

ことが学習カー ドや鑑賞 してい る様子か らうかがえた。

・感 じ取 った ことを音で確 かあ るたあに既習 曲の演奏を したが,助 言す る前 に児童か ら曲想

に関す る発言がた くさん聞かれた。

・同 じ曲を形態の異な る演奏で聴 くと,楽 器 の音色の違 いだけでな く間の取 り方 や強弱,速

さの微妙 な違 いまで聴 き取 ることがで きた。 「もっと聴 きたい」 とい う児童の感想 も聞か

れ,「 聴 く」ことへの興味 ・関心が高ま った ことは学習の成果 と言え る。

・感 じ取 った ことを学習 カー ドに記入 した り発表 した りす る際 に,自 分の思 いを適切 に表現

で きない児童 も見 られ た。その ような児童の評価 と支援の方法を,学 習カー ドの活用 も含

めて今後 の課題 として考えて いきたい。

これ らの活動の他 に,毎 回の授業の始めに 「今 月の 曲」 と して,3分 程度 の音楽 を鑑賞 して

い る。 音楽の ジャンルは特 に決めず に,全 て の音楽の 中か ら選ぶよ うに して いる。 この時間 は,

児童が 自然 に音楽の学習の中 に溶け こめ るよ うな雰囲気づ くりをね らい と して いる。発達段階

に応 じて多少の説明 も加えてい るが,自 由な気持 ちで 「聴 く」場 と して捉 えて いる。

以上 のよ うな活動を通 して,児 童が音楽 に対す る集 中力を養い,よ り豊 かな感性 を もて るよ

うな支援 を今後 も心が けたい。
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⑥ 第5学 年

①題材 「ぼ くらの お は や しを っ くろ う」

②題材の 目標 ・

ア.お はや しや楽 しさを味わ いなが ら,日 本 の伝統的 な音楽や楽器 に関心を もつよ うにす る。

イ.自 分な りの感 じ方 を生か して,音 の重 な りや全体の構成を工夫 し,日 本の伝統的な音楽

によ るふ しや リズムを表現す るよ うにす る。

③学習の内容

ア.お はや しや和太鼓の演奏を鑑 賞 して,そ の楽器の音 色,日 本の音階や リズムの特徴,演

奏全体の雰囲気を感 じ取 る。

イ.和 太鼓の基本的な奏法を身に付 け,楽 しく演奏 す る。

ウ.日 本の伝統的な音階を使 って旋律 をっ くる。

エ.楽 器の構成や曲全体 の構成 を工夫 しなが ら音楽 をっ くる。

④教材及 び資料

ア.「 管弦楽のための木挽歌 」 《第2の 部分》 小山 清茂作曲

イ.「 和太鼓 クラブの演奏 」 《映像資料》

ウ.「 お はや し」 川崎 祥悦作 曲

⑤題材の指導計画(9時 間扱い)

次 時 ね ら い 学 習 活 動(☆ 「聴 く」活動) ◇ 評 価

1 おはや しや和太鼓 の ☆ 「木挽歌」や和太鼓 クラブの演奏 ◇おはや しや和太

第 演奏の楽 しさや特徴 を視聴 しなが ら,お はや しや和太 鼓の音楽の特徴を

を感 じ取 るよ うにす 鼓の音楽の特徴 を感 じ取 る。 感 じ取 ろうと して

る 。 い る 。

一
2 ・和太鼓 の基本的な奏法 を覚え る

。 ◇和太鼓の基本的

3 ・タイ ヤ な どを 使 って練 習す る
。 な奏法 を身 に付 け

よ う と して い る。

次 4 ☆ お はや しの旋 律 を聴 き取 り,リ コー ◇お はや しの演奏

( ダ ーで 演 奏 す る。 の特徴を聴 き取 っ

本 ・階 名 唱 を して ,日 本 の 伝統 的 な音 階 て演奏 しよ うとし

時 を使 った旋律の特徴をっかむ。 て い る 。

)

☆ リコー ダ ー と太 鼓 で,互 い に聴 き ◇互いに聴 き合 っ

合 いなが ら合奏する。 て演奏 しよ うと し

1
て い る 。
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f

1
1

5 日本 の音階 によるふ ・リズ ム模 倣 や リズ ム リ レーを す る。 ◇ リズム伴奏を

第 しをっ く った り,太 っ くろ う と して

6 鼓 による リズム伴奏 ・和 太鼓 の リズ ム を即 興 的 に つ くる。 い る 。

を っ く った りす る よ

二 うにす る。 ・グル ー プ に分 か れ て お は や しづ くり

7 を す る。 ◇日本の音階の

☆ 自分 のつ くるふ しや リズムを注意 特徴を生か して,

次 8 深 く聴 きなが ら,よ り豊か な曲想 ま と ま りの あ る

表現 をめざ し,練 習を繰 り返す。 旋律をっ くろ う

☆発表 して互 いに聴き比 べる。 と して い る。

9 進んで表現 した り, ・お はや しにふ さわ しい 曲想 を い ろ ◇お はや しの雰

第 聴 き合 った りす る喜 いう と工夫 して表現 する。 囲気に合 った表

びを味わ うよ うにす ☆ グループごとに発表 し,互 いに聴 現を しよ うとし

る 。 き味 わ う。 て い る 。

三 ◇他の グループ

の よい と ころ や,

工夫 した ところ

次 を聴 き取 ろ うと

して い る。

〔考 察 〕

和 太 鼓 を た た くこ とへ の興 味 関 心 か ら意 欲 を 引 き出 し,グ ル ープ で お は や しの リズ ムや ふ し

を考 え,自 分 た ちの お は や しをっ くる よ うに した 。 それ に よ って 多 くの 児 童 が和 太 鼓 に興 味 を

もち,教 師 や 友 達 の助 言 を注 意 深 く聴 く態 度 が 見 られ た。 特 に,音 楽 に積 極 的で な い男 子 の 数

人 が 意 欲 を み せ,活 気 の あ る授 業 に な った 。 そ の結 果,自 信 を も って 太 鼓 を た た け るよ うに な

り,ふ しに合 った リズ ム づ く りに積 極 的 に取 り組 ん だ。 ま た,い ろ い ろな リズ ム を即 興 的 に合

わせ た り,和 太 鼓 の特 徴 を い か した リズ ムを つ くれ るよ うに な って きた 。

ふ しづ くり は,最 初 は,日 本 的 なお はや しの ふ しに な らな い 曲が 多 か った た め,太 鼓 の リズ

ム伴 奏 とあ う よ う に,第1次 で 学 習 した 「お はや し」 のふ しや リズ ムを 例 に しなが ら,手 直 し

した もの を 聴 き合 い,意 見 を交 換 し,さ らに,手 直 し した もの を十 分 に聴 き合 って,自 分 な り

のふ しを 完 成 して い った。

この 学 習 を 通 して,児 童 は,「 聴 く」 こ とが,音 楽 の活 動 の 基 にな る こ と,ま た,自 己評 価

や 相 互 評 価 を 参 考 に して,自 分 た ちの お はや しづ く りの 活 動 を,よ り楽 しく豊 か な もの に して

い くた あ には,注 意 深 く音 楽 を何 度 も聴 い た り,互 い に聴 き合 った 感 じ方 を取 り入 れ て ふ しづ

く りを した りす る こ とが 大 切 で あ る こ とを 実 感 した。
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(7)第6学 年

①題材 rハ ー モ ニ ーす る気 持 ちよ さを 味 わお う」

② 題 材 の 目標

ア.友 だ ち と合 唱 した り,合 奏 した りす る こ とを楽 しむ 。

イ.音 の 重 な りや 和音 の ひ び きを感 じて,表 現 の工 夫 をす る。

③学習の 内容

ア.音 の重な りに関心 を もち,和 音のひび きを感 じ取 る。

イ.和 音 に合 ったふ しづ くりや場面 にあ った表現 を工夫す る。

④教材

ア

イ

ウ

「歌 よ

「リ ボ ン の お ど り 」

「リ ボ ン の お ど り 」

「ラ ・バ ン パ 」

「ラ ・バ ン パ 」

「ラ ・バ ン パ 」

ありが とう」3部 合唱

合唱奏

鑑賞

鑑賞

鑑 賞

鑑 賞

花 岡 恵 作詞 橋 本 祥 路 作 曲

メ キ シコ民 謡 橋 本 祥 路 編 曲

メ キ シコ民謡

ペ レス ・プ ラー ド楽 団

トリオ ロ ス ・パ ンチ ョス

ケニ ー ・ギ ャ レ ッ ト(ジ ャ ズ ・ラテ ン)

⑤題材 の指導計画(8時 間扱 い)

次 ね ら い 時 学 習 活 動(☆ は 「聴 く」活動)

○音 の重 な りに気付 1 ☆ 「歌 よ あ りが と う」 の範 唱 を聴 き,味 わ う。

第 き,曲 の よ さを 感 ・気付 い た こ と ,気 に 入 った とこ ろ,気 持 ちが よ か った と こ

じ取 る。 うなどを発表す る。
一

2 ・自分 で 歌 い たい パ ー トを選 ぶ 。

次 ・三部合唱の部分をへ長調の階名で歌 う。

☆他 の声部 を意識 して聴 きなが ら歌詞で歌 う。

○使われてい る和音 3 ・ 「リボ ンの お ど り」 の合 唱 部 分 を 階 名 視唱 す る。

第 を知 り,音 楽の仕 ・使 わ れ て い る 和 音(1
,IV,V)を 調 べ る 。

組みや曲の特徴に ☆鍵盤ハー モニ カで演奏 し,和 音のひびきを聴 き取 る。
二

気 付 く。 ☆和音あて クイ ズをす る。(継 続)

次 4 ・ 「リボ ンの お ど り」 の合 奏 部 分 を視 奏 す る
。

☆ 「リボ ンの お ど り」 の範 奏 を聴 き取 る。

○音の重な りを感 じ 5 ・グル ー プ で場 面 や様 子 に合 った 「リボ ンの お ど り」 の 合 奏

第 なが ら,場 面 に合 6 を 工 夫 す る。(① 朝 ・まつ りへ行 こ う。 ② リボ ンが か らま

三
った表現 を工夫す った。 ③ 踊 り過 ぎて フ ラ フ ラ。 ④ 夕 方 ・家 に帰 ろ う。)

る 。 ・和音 にあ ったふ しをっ くり,楽 器や音の重ね方や曲の構成

を工 夫 す る。
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7 ☆3種 類 の 「ラ ・バ ンパ 」 を聴 き比 べ,表 現 の 工 夫 に生 かす 。

次 本 ☆音の重な りや工夫 したところに注意 しなが らグループの演

時 奏 を聴 き,吟 味 す る。

・友達の意見を参考に再考す る。

8 ・クラ ス全 員 で 「リボ ンの お ど り物語 」 の 表現 を工 夫 し,ま

と あ る 。

〔考 察 〕

① 導 入 の工 夫 と して の 「聴 く」 活 動

「心 を こめ た歌 い方 が い い」 「アル トと ソプ ラ ノが ハ モ ッて い て きれ い 」 「最 後 の ラ ラ ラ ・

の と ころ が聴 いて いて 気 持 ちが よか った 」 「言 葉 が い い」 。 これ らは,「 歌 よあ りが と う」 の

範 唱 を 初 め て聴 い た児 童 の感 想 で あ る。 何 も言 わ な くて も,音 楽 を聴 い た だ けで,児 童 は 曲 の

よ さを 感 じ取 る力 を も って い る。 半 数 の 児 童 は2部(3部)合 唱 の部 分 に着 目 し 「きれ い」

「気 に入 った 」 「気持 ち が い い 」 と答 え た 。 この導 入 の 「聴 く」 活 動 で,ハ ー モニ ーの 美 しさ

に気 付 き,曲 へ の あ こが れ と関心 を もっ た こ とで,児 童 は,最 後 まで本 題 材 に意 欲 を も ち,音

楽 活 動 に取 り組 む こ とが で きた。

② 創 造 的 な音 楽 活 動 を す る時 の ヒ

ン トとな った 「聴 く」活 動

「打 楽 器 だ けの 部 分 を 間 に入 れ

る と変 化 が っ くね 」 「ク ラベ スの

音 が い い 」 「歌 が 入 って い る」

「交 互 に演 奏 して い る」 な どの よ

うに,児 童 は,「 リボ ンの お ど り」

の 範 奏 と3種 類 の 「ラ ・バ ンパ 」

の 演 奏 を聴 い て,速 さ,使 わ れ て

い る楽器,音 の重 ね方,曲 の 構 成

に関 心 を も った。 その 一 人 一 人 の

感 じた こ とが グル ー プの 演 奏 の 工

夫 に取 り入 れ られ て い った。

③ グル ープ発 表 ・自己評 価 と して

の 「聴 く」活 動

鉄琴

グロヲケン

キ畷 一ド

木琴

④」瞳 二

か 気 ろっよ

友 達 の演 奏 を聴 いて(適 時 ・中間 発 表),よ か った こ と は ピ ン クの短 冊,も っ と こ う した ら

い い な と思 った こ とは黄 色 の 短 冊 に書 き,全 員 に見 え る よ うに ボ ー ドに貼 っ た。 演 奏 した グ ル

ー プ は ,そ れ を参 考 に,次 の 自分 の あ あ て 「み ん な と は合 って い た と思 ったが,も っ きん を も

っ と強 く した方 が い い ら しい」 「今度 は歌 も入 れ よ う」 な ど と青 の短 冊 に書 いて,そ の 下 に貼

った と ころ,一 人 一 人 の 思 いや 願 い が 明確 に な り,グ ル ー プ の 中 の一 人 だ けの 意 見 で活 動 が 進

あ られ る こ とな く,一 人 一 人 が生 か さ れ た活 動 にな った。
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皿 研 究 の ま と め と今 後 の 課 題

1研 究 のま とめ

この研究 は,普 段か ら何気な く聴 いて いる音や音楽 を意識的 に意図的に聴 く活動 を重ね る

ことによ って,音 や音楽 によ さを感 じ,自 分 なりの思 いや願 いを もち主体的に表現す る こと

がで きる児童 になって ほ しい とい う願 いか ら進め られ た。

その ために,ど の ように した ら児童の思いや願 いが主体的,創 造 的な音楽活動 につ なが る

か,教 師の支援や評価は どのよ うに工夫すべ きか,児 童が 目的を もって 「聴 く」こ とが定着

す るためのめあての もち方 はどのよ うにす るか,な どを視点 に研究 を して きた。

その結果,以 下のよ うな ことを成果 と して得 ることがで きた。

(1)学 習活動の中で 「聴 くめあて 」を明確にす ることや課題意識 を もっ ことによって,児 童

は音や音楽を聴 き合 った り聴 き分 けた りす ることがで きるよ うにな った。 その結果,よ り

よい音楽活動をめざそ うとす る思 いや願いが生 まれ,意 欲的に活動で きた。

(2)学 習環境の整備,視 聴覚機器の活用な ど,学 習活動の場の設定 を工夫 した り,教 師が共

感 的な理解や温かな雰囲気づ くりを した りす ることによって,児 童は楽 しみ なが ら学習を

進 める ことがで きた。 この ことによって児童は自信を もって活動 す るよ うにな った。

(3)学 習過程 に応 じた 「聴 き方 」を工夫 し,効 果的 な個人評価や相互評価を取 り入れ ること

によ り,よ さを認あ,さ らにそれを 自分の活動 に生か そうとする学習が展開 された。

(4)学 習形態を工 夫 し,グ ループ活動を取 り入れ ることによって,イ メー ジを広げた り協 力

した りしなが ら活動を工夫す る学習態度 が育 った。

(5)指 導計画 に,音 や音楽 を聴 く観点を明確 に位置付 けることによ って,児 童 は具体的なあ

あて を もっ ことがで きるよ うになった。

(6)学 習 カー ドを活用す る ことで,児 童一 人一人の学習状況 ・学習過程が把握 しやす くな り,

柔軟 な対応が可能 とな った。

(7)教 師 は,児 童 の興味や関心を引 き出 し,自 信を もって音楽活動がで きるよ うに評価 や支

援を工夫す るよ うになった。

2今 後 の課 題

(1)児 童が 自分 な りの 思 いや願 い を よ り豊 か に 自己実 現 で きるた め に,音 楽 科 の基 礎 ・基 本

の 充実 を図 る。 その ため の 系統 的 な指 導 方 法 の検 討 ・改 善 を 行 う。

(2)児 童 一 人 一 人 の 思 いや願 い を生 かす た あ に,複 数 の教 諭 に よ るテ ィー ム テ ィー チ ングを

行 う。

意識的 ・意図的 に聴 く活動 が,音 楽科だけではな く,他 の教科 ・領域で も児童 に定着 し,

日常化 されれば,思 考力 や判断力 はより高 まり自 ら課題を見っけ ることがで きるよ うにな る

で あろ う。 このよ うな学習活動を継続す ることによって,児 童の自主性や主体性が育 ち,自

己教育力の育成 にっなが ると考え る。
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